
  

定点報告（上段：定点当り／下段：報告数）

区　分 疾　　　　病　　　　名 25週 26週 27週 28週 合計

    － － －

0 0 0 0 1,041 2,570 3,223
0.80 0.20 1.00 2.20 － － －

4 1 5 11 804 2,596 1,698
  2.33 0.33 － － －

0 0 7 1 39 104 110
 1.00  0.67 － － －

0 3 0 2 22 104 37
1.00 2.00 0.33 1.00 － － －

3 6 1 3 217 240 176
6.00 5.67 8.33 2.67 － － －

18 17 25 8 510 696 1,023
0.67    － － －

2 0 0 0 30 29 28
    － － －

0 0 0 0 11 973 132
1.33 2.33 1.33 1.33 － － －

4 7 4 4 433 43 3
0.67 0.67 1.00 0.67 － － －

2 2 3 2 37 81 100
    － － －

0 0 0 0 0 28 188
    － － －

0 0 0 0 1 4 2
    － － －

0 0 0 0 0 0 1
    － － －

0 0 0 0 6 6 9

急性呼吸器感染症(ARI)　　(定点当り) 43.60 36.20 49.60 42.40

結核 0 1 0 0 4 8 2

腸管出血性大腸菌感染症 0 1 0 0 1 5 7

水痘(入院例) 0 1 0 0 1 0 0

百日咳 12 6 11 14 84 5 4

流行中

流行注意

福島県県中保健福祉事務所（福島県県中保健所）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

　新型コロナウイルス感染症　、　感染性胃腸炎

県中地域の流行状況

　伝染性紅斑

【腸管出血性大腸菌感染症について 】

　夏季は多発期です。腸管出血性大腸菌は 75℃ で 1 分以上の加熱で死滅するため、食肉はよく加熱して喫食しましょう。

　また、排便後や調理前の手洗い等の感染予防をしっかり行うことが大切です。特に乳児や高齢者は重症化するおそれがあるため、

腹痛、下痢のほかに、血便、発熱等の症状がある場合は早急に医療機関を診してください。

全数報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：福島県感染症発生動向調査週報(ＩＤＷＲ)より県中地域分を抜粋しています。

定点報告

インフルエンザ

伝染性紅斑

咽頭結膜熱　

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)

手足口病

　　　　県中地域感染症発生動向調査週報(2025年第28週)

　　　（令和7年7月7日～令和7年7月13日）

ＲＳウイルス感染症

2024年

合計

2023年

合計

2025年

水痘

令和７年７月１７日伺い)案のとおり、当所ホームページを更新してよろしいか伺います。併せて、デスクネッツで所内回覧してよろしいか伺います。

感染性胃腸炎

感 染 症


